
昭和52年度サル施設経宍概算
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架

空

宍

党

費

貿

宍

貿

修

入

入

…H

:･3
I:;

=川

品

料
品

件

計

ジ

耕

飼

耗

【

ル

レノ

ケ

脚

サ

サ

兆

約

人

祁

LLJ
3

0

9】
9

1

3

7
nU

7
1

7

3
9

0

7

り一
9

4
6

3

4
8

1

LLJ
2
6

7

1

LLJ

6日‖

ニホンザル研究林

ニホンザル研究林設置計画については.昨年通り｢ニ
ホンザル野外調査｣として予昇の附されている下北を中

心に.各般祁地での研究活動および準備活動が行なわれ

た｡

まず下北に関しては.とくに項雪期におけるZ群の遊

動に盟点をおき,これまで手をふれることのできなかっ

た荒沢 ･招ケ掛沢方面 (佐井営林署管内)を含めた行動

域がかなり砕実に押えられた｡これにより.この地区の

3つの群れの故習脱の生息域ならびに遊動パターンは,
ほぼ完全に知られたことになる｡

また今年は.昭和54年皮に始まる向う10年間の下北経

営区施業計画の揃成年 (昭和53年度)を迎えようとして

おり.胃森営林局から意見を求められたので,｢下北北
西部山域に生息するニホンザルの現状に基く青森営林局

今後の地業計画に対する意見む｣をまとめて同局に提出

し.サルの保全と森林施業との調和に閑し.研死所の闇

皮と要望点を明らかにした｡

上信越に関しては.これまでの研究の継続として昭和

52年4月,11月,昭和53年3月の3回にわたって,校規JH

･祁仙川 ･瓜野川流域の自然群について.志賀高原野外

細物田と共同で生値調査を行なった｡また,桟沿川流域

の拍生調査を準僻中である｡そのほか.科学研究焚 (ニ

ホンザルの寒冷適応)によって.横沿川流域の志賀C群

を対決として.臨床.形恐.生態.生軌 迫伝,生化学

の分野からの総合調査の計画を進めている｡なおこの地

区に関しては.昭和53年度以降,下北と同様の予昇措置

が調せられることになり.その準備活動に入っている｡

2JU)の政柄地である木曽と屋久島に関しても,予備的

研兜が航行きれ とくに屋久島におけるものは,純野生

状況下におけるニホンザルの社会ならびに生態学的研究

として.画期的なものになりつつある｡

大 学 院 学 生

昭和52年度における京都大学理学研究科動物学専攻詔

長狭分科の学生,指導教官および研究テーマは次のとお

りである｡

氏名 学年 指導教官 研究テーマ

渡辺邦夫 D3 川村 俊蔵 メンタウェイに生息する

霊長掛 こ関する比較社会

学的研究

菅原和事 D3 河合 雅雄 ヒヒ類の種間関係につい

ての社会学的研究

雫石邦義 D3 川村 俊蔵 霊長規の生態学的研究

松村道- D3 久保田 茄 詔長井の随意退勤の制御

におけるシナプス機梢の

解析

B.S. D3 河合 雅雄 ニホンザルにおける活動

グレワル 様式と行動の社会生態学

∫.プル D3 川村 俊就 沿河原におけるニホンザ

トン ルの社会行動および社会

楢造の分析

十川和博 D2 高橋 樫治 詔長狭の組綴タンパク質

の分解機作の研究

浜田生馬 D2 久保田 読 皮質運動ニューロソの準

備的活動の研兜

丸橋珠樹 Dl 河合 雅雄 ヤクザルの社会生値学的

研究

森山昭彦 Dl 高橋 健治 詔長狭のタンパク分解酵

素の性状の研究

伊藤真一 M2 久保田 虫 注意発現の神経機梢の研

究

川本 芳 M2 野沢 謙 退伝的変異よりみたE2良

獄の系統に関する研究

小島哲也 M2 室伏 靖子 ニホンザルの個体認知行

動の実験的分析

松本 共 M2 江原 昭幸 惑長期の顎･改面頭蓋の

形態学的研究

川合恭子 Ml 近藤 四郎 霊長塀足骨に関する形博

学的研究

船橋新太郎Ml 久保田 哉 スキルネルの神経栂梢の

研究

藤田和生 Ml 室伏 靖子 ニホンザルの概念学習に

閑すろ実験的研究
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